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年頭のご挨拶

年
頭
に
あ
た
っ
て

年
頭
の
ご
あ
い
さ
つ

大
分
県
商
工
会
連
合
会

会　

長　

森
竹　

治
一

大
分
県
知
事　

広
瀬　

勝
貞

　

新
年
明
け
ま
し
て
お
め
で
と
う

ご
ざ
い
ま
す
。

　

大
分
県
商
工
会
連
合
会
、
各
商

工
会
並
び
に
会
員
の
皆
様
方
に

は
、
平
素
か
ら
地
域
経
済
の
振
興

や
県
勢
の
発
展
に
多
大
な
ご
尽
力

を
賜
り
、
深
く
感
謝
申
し
上
げ
ま

す
。

  

昨
年
は
、
九
州
北
部
豪
雨
や
台

　

商
工
会
員
の
皆
様
、
新
年
あ
け

ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま

す
。平
成
30
年
の
年
頭
に
あ
た
り
、

謹
ん
で
新
年
の
ご
挨
拶
を
申
し
上

げ
ま
す
。

　

昨
年
は
、
７
月
の
九
州
北
部
豪

雨
や
９
月
の
台
風
18
号
に
よ
り
、

県
内
商
工
会
地
域
に
お
い
て
甚
大

な
被
害
が
発
生
し
ま
し
た
。
被
災

さ
れ
た
皆
さ
ま
に
、
改
め
て
心
か

ら
お
見
舞
い
を
申
し
上
げ
ま
す
。

工
会
、
そ
れ
を
ま
と
め
る
商
工
会

連
合
会
、
そ
し
て
会
員
皆
様
方
の

活
躍
が
大
変
重
要
で
す
。
活
力
溢

れ
る
大
分
県
づ
く
り
に
向
け
、
一

層
の
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。 

　

結
び
に
、
大
分
県
商
工
会
連
合

会
並
び
に
各
商
工
会
の
今
後
益
々

の
ご
発
展
と
会
員
皆
様
方
の
ご
健

勝
、
ご
多
幸
を
祈
念
申
し
上
げ
、

年
頭
の
挨
拶
と
い
た
し
ま
す
。

の
た
め
に
も
、「
会
員
の
た
め
の

商
工
会
」
の
原
点
に
回
帰
し
、
会

員
・
地
域
に
信
頼
さ
れ
る
商
工
会

へ
と
更
な
る
発
展
を
目
指
し
て
地

域
経
済
の
活
性
化
に
向
け
邁
進
し

て
い
か
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

　

さ
ら
に
は
、
国
や
県
、
地
域
関

係
機
関
と
の
連
携
強
化
を
推
進

し
、
組
織
活
動
の
充
実
や
地
方
創

生
へ
の
積
極
的
な
取
り
組
み
を
推

進
し
て
ま
い
り
ま
す
。
会
員
の
皆

様
方
に
お
か
れ
ま
し
て
は
ご
理
解

と
ご
協
力
を
よ
ろ
し
く
お
願
い
申

し
上
げ
ま
す
。

　

最
後
に
、
本
年
が
商
工
会
員
並

び
に
関
係
者
の
皆
様
方
の
繁
栄
と

ご
多
幸
を
心
か
ら
お
祈
り
申
し
上

げ
ま
し
て
、
私
の
新
年
の
御
挨
拶

と
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

拓
や
事
業
承
継
な
ど
の
取
り
組
み

を
よ
り
き
め
細
か
に
行
っ
て
い
き

ま
す
。

　

さ
ら
に
今
年
は
世
界
温
泉
地
サ

ミ
ッ
ト
や
国
民
文
化
祭
、
全
国
障

害
者
芸
術
・
文
化
祭
、
来
年
に
は

ラ
グ
ビ
ー
ワ
ー
ル
ド
カ
ッ
プ
２
０

１
９
Ｔ
Ｍ
の
開
催
と
、
地
方
創
生

を
強
力
に
後
押
し
す
る
ビ
ッ
グ
イ

ベ
ン
ト
が
続
き
ま
す
。
こ
れ
ら
を

成
功
さ
せ
、
地
方
創
生
を
確
か
な

も
の
に
す
る
た
め
に
は
、
地
域
の

総
合
経
済
団
体
と
し
て
中
小
企

業
・
小
規
模
事
業
者
へ
寄
り
添
っ

た
支
援
に
取
り
組
ま
れ
て
い
る
商

な
回
復
が
続
い
て
お
り
ま
す
。

　

し
か
し
な
が
ら
、
地
域
の
中
小

企
業
・
小
規
模
事
業
者
に
お
い
て

は
、人
口
減
に
伴
う
販
路
の
縮
小
、

原
材
料
や
人
件
費
の
高
騰
、
そ
の

上
、
経
営
者
自
身
が
高
齢
化
す
る

中
で
後
継
者
不
在
等
に
よ
り
廃
業

を
選
択
せ
ざ
る
を
得
な
い
な
ど
、

厳
し
い
経
営
環
境
下
に
置
か
れ
て

い
ま
す
。

　

こ
う
し
た
中
、
私
ど
も
商
工
会

は
、
地
域
再
生
の
た
め
、
こ
れ
ま

で
以
上
に
地
域
づ
く
り
に
向
け
、

常
に
会
員
と
地
域
の
視
点
に
立
っ

た
発
想
と
行
動
に
よ
る
積
極
的
な

提
言
を
行
い
、
地
域
の
要
望
に
応

え
、
地
域
経
済
の
活
性
化
の
屋
台

骨
を
支
え
る
組
織
に
な
ら
な
け
れ

ば
と
強
く
感
じ
て
お
り
ま
す
。
そ

実
さ
せ
て
い
き
ま
す
。
ま
た
、
景

気
回
復
と
人
手
不
足
に
両
に
ら
み

で
対
応
し
な
が
ら
、「
安
心
・
活
力
・

発
展
プ
ラ
ン
２
０
１
５
」
を
着
実

に
推
進
し
、
大
分
県
版
地
方
創
生

の
道
筋
を
つ
け
て
い
き
ま
す
。

　

地
方
創
生
の
実
現
に
は
、
県
内

企
業
の
約
９
割
を
占
め
る
中
小
企

業
・
小
規
模
事
業
者
の
活
力
が
重

要
で
す
。
固
有
技
術
の
継
承
や
安

定
的
な
雇
用
維
持
な
ど
に
貢
献
さ

れ
て
い
る
皆
様
方
が
持
続
的
に
発

展
し
て
い
た
だ
く
た
め
、
昨
年
12

月
に
改
正
し
た
大
分
県
中
小
企
業

活
性
化
条
例
に
沿
っ
て
、
販
路
開

い
た
し
ま
し
て
も
今
後
も
被
災
会

員
の
復
興
・
復
旧
に
向
け
て
全
力

で
支
援
に
取
り
組
ん
で
参
り
ま

す
。
引
き
続
き
、
皆
様
の
温
か
い

ご
支
援
と
ご
協
力
を
よ
ろ
し
く
お

願
い
い
た
し
ま
す
。

　

今
年
の
干
支
で
あ
る
「
戌
」
は
、

魔
除
け
の
効
果
も
あ
る
と
さ
れ
、

犬
張
り
子
が
有
名
と
な
っ
て
お
り

ま
す
。
こ
の
犬
張
り
子
は
災
い
や

魔
物
を
避
け
る
お
守
り
と
し
て
利

用
さ
れ
て
い
ま
す
。
今
年
が
災
い

の
無
い
平
穏
な
一
年
に
な
り
た
い

も
の
で
す
。

　

さ
て
、
我
が
国
経
済
は
、
ア
ベ

ノ
ミ
ク
ス
効
果
に
よ
り
、
雇
用
・

所
得
環
境
の
改
善
に
よ
り
個
人
消

費
が
持
ち
直
し
、
大
企
業
や
都
市

部
の
中
堅
企
業
を
中
心
に
緩
や
か

風
18
号
な
ど
災
害
が
相
次
ぎ
、
県

内
各
地
が
甚
大
な
被
害
を
受
け
ま

し
た
。
皆
様
方
の
復
旧
・
復
興
へ

の
多
大
な
ご
支
援
に
心
か
ら
感
謝

申
し
上
げ
ま
す
。

　

県
で
は
今
年
、
災
害
か
ら
の
復

旧
・
復
興
に
努
め
る
と
と
も
に
、

南
海
ト
ラ
フ
巨
大
地
震
へ
の
備
え

な
ど
、「
防
災
力
」
を
強
化
・
充

ま
た
、
災
害
の
被
害
を
受
け
て
、

被
災
地
に
近
い
観
光
地
だ
け
で
な

く
、
宿
泊
や
飲
食
店
で
は
、
キ
ャ

ン
セ
ル
が
相
次
ぎ
ま
し
た
。
さ
ら

に
、
県
内
を
運
行
す
る
Ｊ
Ｒ
の
各

路
線
に
お
い
て
も
一
部
の
線
区
で

運
転
見
合
わ
せ
が
続
い
て
お
り
ま

す
。

　

災
害
発
生
直
後
よ
り
、
多
方
面

か
ら
様
々
な
ご
支
援
を
賜
り
深
く

感
謝
申
し
あ
げ
ま
す
。
商
工
連
と

➋

商工連だより



「
商
工
対
策
調
査
会
と
商
工
会
長
と
の

意
見
交
換
研
修
会

　

12
月
６
日
、
県
内
の
商
工
会
長
は
、
大
分
県
議
会
の
商
工
対
策
調
査
会
（
会
長　

衞
藤
明
和

氏
）
と
意
見
交
換
研
修
会
を
行
い
ま
し
た
。

　

本
研
修
会
は
、
平
成
20
年
度
か
ら
続
い
て
お
り
商
工
会
に
よ
る
経
営
改
善
普
及
事
業
、
及
び
地

域
振
興
事
業
の
取
組
み
事
例
等
を
通
じ
て
商
工
会
の
役
割
や
活
動
内
容
等
を
ご
理
解
い
た
だ
く
と

と
も
に
、
必
要
な
助
言
等
を
受
け
課
題
の
解
決
を
図
る
も
の
で
す
。　

　

さ
ら
に
、
商
工
会
や
会
員
企
業
が
抱
え
る
様
々
な
課
題
に
つ
い
て
の
意
見
・
要
望
等
も
行
い
、

今
後
の
商
工
会
活
動
の
充
実
、
強
化
を
目
指
す
こ
と
を
目
的
と
し
て
い
ま
す
。

　

今
回
の
事
例
発
表
で
は
、
豊
後
大
野
市
商
工
会
の
会
員
企
業
で
あ
る
株
式
会
社
成
美　

代
表
取

締
役　

岩
切
知
美
氏
に
よ
る
「
地
域
資
源
活
用
事
業
に
つ
い
て
」
と
、
由
布
市
商
工
会
の
志
柿
事

務
局
長
に
よ
る
「
熊
本
・
大
分
地
震
か
ら
の
復
旧
復
興
の
歩
み
に
つ
い
て
」
の
発
表
が
行
わ
れ
ま

し
た
。

　

発
表
後
は
、
活
発
な
質
疑
応
答
が
な
さ
れ
、
議
員
の
方
々
は
、
高
い
関
心
を
持
っ
て
お
ら
れ
ま

し
た
。

　

続
い
て
行
わ
れ
た
意
見
交
換
で
は
、
は
じ
め
に
三
人
の

商
工
会
長
か
ら
商
工
会
と
し
て
の
意
見
・
要
望
等
が
述
べ

ら
れ
、
続
い
て
山
田
専
務
よ
り
要
望
活
動
を
行
い
ま
し

た
。
大
分
県
内
の
地
域
経
済
発
展
の
た
め
に
よ
り
一
層
の

お
力
添
え
を
お
願
い
し
、
出
席
者
に
と
っ
て
充
実
し
た
会

と
な
り
ま
し
た
。

　平成29年秋の叙勲、大分県功労者表彰において、大分県商工会関係者より３名の方が受章されました。

　秋の叙勲につきましては、11月10日（金）に伝達式及び拝謁が執り行われました。

　秋の叙勲は、全国で4,103名の方が受章され、そのうち中小企業庁関係者は59名となっております。

　また、大分県功労者表彰につきましては、11月３日（金）に表彰式が執り行われました。県内から81名と13

団体の方が受章され、そのうち商工労働関係は７名となっております。３名の方はそれぞれ、商工業の振興へ

の永年の尽力が認められての受章となります。

　みなさま、誠におめでとうございます。

平成29年 秋の叙勲、大分県功労者表彰

旭日双光章

利　光　直　人
大分県商工会連合会 副会長

由布市商工会 会長

平成29年大分県功労者表彰

芦　刈　憲　司
大分県商工会連合会 副会長
豊後大野市商工会 会長

衞藤商工対策調査会長挨拶の様子

株式会社成美 岩切知美氏

志柿事務局長

旭日単光章

野　村　　　徹
有限会社野村 代表取締役

商工連だより
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の
グ
ロ
ー
バ
ル
化
や
情
報
通
信
技
術

の
発
達
に
よ
る
経
営
環
境
の
変
化
、

さ
ら
に
は
、
働
き
方
改
革
の
実
現
に

向
け
た
生
産
性
向
上
の
取
組
み
推
進

等
に
的
確
に
対
応
し
て
い
く
た
め
に

も
、
伴
走
型
支
援
体
制
を
こ
れ
ま
で

以
上
に
充
実
さ
せ
る
必
要
が
あ
る
。

　

ま
た
、
今
後
10
年
の
間
に
平
均
引

退
年
齢
で
あ
る
70
歳
を
超

え
る
中
小
企
業
・
小
規
模

事
業
者
の
経
営
者
の
う
ち

約
半
数
が
後
継
者
未
定
と

言
わ
れ
て
い
る
。
中
小
企

業
・
小
規
模
事
業
者
の
経

営
に
活
力
を
与
え
る
施
策

を
強
力
に
実
行
す
る
と
も

に
、
総
合
的
な
事
業
承
継

支
援
策
を
早
急
に
講
じ
る

必
要
が
あ
る
。」
と
挨
拶

し
ま
し
た
。

　

続
い
て
、
来
賓
と
し
て

安
倍
内
閣
総
理
大
臣
、
世

耕
経
済
産
業
大
臣
（
代
理 

西
銘
副
大
臣
）、
高
田
中

小
企
業
基
盤
整
備
機
構
理

事
長
か
ら
祝
辞
を
頂
戴
し

ま
し
た
。

　

商
工
会
は
、
自
ら
の
経
営
発
達
支

援
計
画
を
着
実
に
実
行
す
る
こ
と
で
、

地
域
の
経
済
を
支
え
、
地
域
の
雇
用

を
維
持
し
て
い
る
地
方
の
中
小
企
業
・

小
規
模
事
業
者
の
持
続
的
な
成
長
・

発
展
、
さ
ら
に
は
、
生
産
性
向
上
に

よ
る
働
き
方
改
革
の
実
現
を
図
り
、

地
方
経
済
の
活
性
化
、
ひ
い
て
は
、
我

が
国
経
済
の
成
長
に
貢
献
し
、「
な
く

て
は
な
ら
な
い
商
工
会
」
で
あ
り
続

け
る
た
め
に
邁
進
し
ま
す
。
こ
う
し

た
こ
と
か
ら
、
大
会
で
は
次
の
５
項

目
に
つ
い
て
決
議
が
な
さ
れ
ま
し
た
。

Ⅰ　

地
域
経
済
に
波
及
効
果
の
あ
る

経
済
対
策
の
実
施

Ⅱ　

地
方
の
小
規
模
事
業
者
の
持
続

的
成
長
・
発
展
の
た
め
の
支
援

の
拡
充

Ⅲ　

事
業
承
継
施
策
の
抜
本
的
強
化

を
は
じ
め
企
業
力
を
下
支
え
す

る
経
営
環
境
の
整
備

Ⅳ  

「
働
き
方
改
革
」
実
現
の
た
め
の

支
援
の
強
化

Ⅴ　

共
済
等
を
活
用
し
た
リ
ス
ク
マ

ネ
ジ
メ
ン
ト
支
援
な
ど
会
員

サ
ー
ビ
ス
の
充
実

《
全
国
商
工
会
連
合
会
長
表
彰
》

優
良
商
工
会

　

由
布
市
商
工
会

優
秀
商
工
会

　

野
津
原
町
商
工
会

優
良
商
工
会

　

大
分
県
商
工
会
連
合
会

事
業
推
進
優
良
商
工
会

　

姫
島
村
商
工
会

優
良
青
年
部

九
州
ア
ル
プ
ス
商
工
会
青
年
部

優
良
女
性
部

由
布
市
商
工
会
女
性
部

役
員
功
労
者
（
９
）

　

遠
入　

勝
好
（
中
津
市
し
も
げ
商
工
会

）

　

中
村　

詔
治
（
中
津
市
し
も
げ
商
工
会

）

　

古
園　

智
大
（
中
津
市
し
も
げ
商
工
会

）

　

大
海　

光
永
（
西
国
東
商
工
会
）

　

松
原　

善
治
（
国
東
市
商
工
会
）

　

中
島　
　

洋
（
日
出
町
商
工
会
）

　

工
藤　

美
里
（
野
津
原
町
商
工
会
）

　

平
山　

浩
三
（
野
津
町
商
工
会
）

　

清
家　

好
文
（
佐
伯
市
あ
ま
べ
商
工
会

）

青
年
部
功
労
者

　

廣
津
留
龍
二
（
佐
伯
市
あ
ま
べ
商
工
会

）

女
性
部
功
労
者
（
２
）

　

髙
倉
セ
ツ
子
（
由
布
市
商
工
会
）

　

安
部
二
美
子
（
宇
佐
両
院
商
工
会
）

《
平
成
29
年
度

む
ら
お
こ
し
特
産
品
コ
ン
テ
ス
ト
》

審
査
員
特
別
賞
（
２
）

　

小
野
酒
造
株
式
会
社

「
麦
焼
酎　

由
布
之
郷
」

　

旅
館 

黒
獄
荘「
ゆ
ず
ペ
リ
ー
ラ
」

「
な
く
て
は
な
ら
な
い
商
工
会
」
へ
な
る
た
め
に

第
57
回
商
工
会
全
国
大
会

　

11
月
16
日
、
東
京
Ｎ
Ｈ
Ｋ
ホ
ー

ル
に
お
い
て
、
全
国
か
ら
商
工
会

関
係
者
約
３
千
人
が
一
堂
に
会
し
、

第
57
回
商
工
会
全
国
大
会
が
開
催

さ
れ
ま
し
た
。

　

開
会
に
あ
た
り
、
大
会
会
長
の

石
澤
全
国
連
会
長
は
、「
中
小
企
業
・

小
規
模
事
業
者
が
、
今
後
の
経
済

第57回商工会全国大会

➍

商工連だより



受賞した合谷公児さん（左端）

全国大会女性部の方々

九重町梅木ひとみ部長 佐伯市番匠後藤政子部長

門田副病院長と県女性連理事

11台の車いすを贈りました

プレゼンする曽我章弘さん

　

大
分
県
商
工
会
青
年
部
連
合
会
（
大
内
直

樹
会
長
）
は
、
11
月
21
日
・
22
日
に
那
覇
市

の
沖
縄
県
立
武
道
館
で
行
わ
れ
た
、「
第
19

回
商
工
会
青
年
部
全
国
大
会
（
沖
縄
大
会
）」

に
参
加
し
ま
し
た
。

　

大
会
は
県
内
か
ら
の
44
人
を
含
む
全
国
か

ら
約
３
千
人
の
青
年
部
員
が
集
結
し
ま
し

た
。

　

主
張
発
表
全
国
大
会
で
は
、
全
国
各
ブ

ロ
ッ
ク
を
勝
ち
抜
い
た
代
表
者
が
発
表
を

行
い
、「
青
年
部
活
動
に
参
加
し
て
～
私
た

ち
の
青
年
部
改
革
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
～
」
と
題

し
て
発
表
し
た
、
九
州
ブ
ロ
ッ
ク
代
表
の
古

郡
豪
人
さ
ん
が
最
優
秀
賞
を
受
賞
さ
れ
ま
し

た
。
基
調
講
演
で
は
沖
縄
の
文
化
、
平
和
へ

の
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
自
然
体
の
言
葉
で
発
信
す

る
、
上
江
洌
清
作
（
歌
手 

Ｍ
Ｏ
Ｎ
Ｇ
Ｏ
Ｌ

８
０
０
）
氏
が
『
Ｏ
Ｋ
Ｉ
Ｎ
Ａ
Ｗ
Ａ　

Ｃ
Ａ

Ｌ
Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｇ
』と
題
し
て
講
演
さ
れ
ま
し
た
。

　

ま
た
、
組
織
及
び
事
業
推
進
が
優
秀
で
あ

　

県
女
性
連
で
は「
私
た
ち
に
も
で
き
る
福
祉
活
動
」

の
一
環
と
し
て
、
平
成
９
年
よ
り
「
高
齢
者
や
障
害

者
の
方
に
や
さ
し
い
ま
ち
づ
く
り
」
を
実
現
す
る
こ

と
を
目
的
と
し
て
、
県
内
商
工
会
女
性
部
員
の
募
金

に
よ
る
「
車
い
す
募
金
活
動
」
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

　

車
い
す
の
募
金
活
動
は
毎
年
、
贈
呈
は
隔
年
で
実

施
し
、本
年
度
は
、11
月
16
日
に
大
分
大
学
医
学
部
附

属
病
院
へ
、標
準
車
い
す
10
台
、ラ
ー
ジ
サ
イ
ズ
車
い

す
１
台
の
合
計
11
台
を
寄
贈
し
ま
し
た
。

　

大
分
大
学
医
学
部
附
属
病
院
の
副
病
院
長　

門
田

淳
一
（
病
院
長
事
務
代
理
）
を
は
じ
め
、
多
く
の
ス

タ
ッ
フ
の
皆
様
が
出
席
の
下
、
贈
呈
式
を
実
施
。

　

井
上
院
長
よ
り
、「
車
い
す
が
不
足
し
て
い
る
中
、

多
数
の
車
い
す
を
頂
き
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

患
者
の
た
め
に
活
用
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
」
と
感

謝
の
言
葉
と
共
に
感
謝
状
を
頂
き
ま
し
た
。

　

ま
た
12
月
22
日
に
は
国
東
市
社
会
福
祉
協
議
会

（
武
蔵
）
へ
標
準
型
車
い
す
1
台
を
寄
贈
し
ま
し
た
。

　

こ
の
活
動
を
通
じ
、
今
年
度
ま
で
の
20
年
間
で
２

４
８
台
の
車
い
す
を
県
内

社
会
福
祉
施
設
及
び
教
育

機
関
へ
寄
贈
し
て
い
ま
す
。

　

10
月
18
日
～
21
日
、
女
性
部
県
外
研
修
を
実

施
し
ま
し
た
。

　

県
内
女
性
部
長
等
36
名
参
加
の
下
、「
第
19

回
商
工
会
女
性
部
全
国
大
会
in
清
流
の
国
ぎ

ふ
」
へ
参
加
し
ま
し
た
。
全
女
性
連
事
業
表
彰

で
は
佐
伯
市
番
匠
商
工
会
女
性
部
が「
ま
ち（
地

域
）
づ
く
り
顕
彰
」
を
受
賞
、
九
重
町
商
工
会

女
性
部
が
「
女
性
の
創
業
等
助
成
金
事
業
」
の

目
録
を
受
賞
し
ま
し
た
。

　

主
張
発
表
大
会
で
は
、
全
国
６
ブ
ロ
ッ
ク
の

代
表
が
、そ
れ
ぞ
れ
の
女
性
部
活
動
に
つ
い
て
、

発
表
し
、
と
て
も
参
考
と
な
る
事
例
等
の
発
表

を
聞
く
こ
と
が
出
来
ま
し
た
。

　

ま
た
、「
関
ヶ
原
町
歴
史
民
俗
資
料
館
」
の

視
察
で
は
、
地
元
の
関
ヶ
原
町
商
工
会
女
性
部

が
「
お
も
て
な
し
交
流
事
業
」
の
一
環
と
し
お

出
迎
え
、
案
内
を
し
て
く
だ
さ
る
な
ど
、
充
実

し
た
県
外
研
修
を
実
施
出
来
ま
し
た
。

り
、
他
の
範
と
な
る
青
年
部
員
に
送
ら
れ

る
全
青
連
顕
彰
「
人
（
ヒ
ュ
ー
マ
ン
）
づ

く
り
部
門
」
に
お
い
て
、
日
田
地
区
商
工

会
青
年
部
の
合
谷
公
児
さ
ん
が
表
彰
を
受

け
ま
し
た
。
青
年
部
員
同
士
の
商
取
引
促

進
を
図
る
た
め
に
行
わ
れ
た
商
人
（
Ａ
Ｋ

Ｉ
Ｎ
Ｄ
Ｏ
）ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
商
談
会
に
は
、

杵
築
市
商
工
会
青
年
部
の
曽
我
章
弘
さ
ん

が
出
展
し
、
自
社
製
品
の
Ｐ
Ｒ
や
ブ
ー
ス

販
売
を
行
い
、
今
後
の
販
路
拡
大
に
向
け

て
大
変
充
実
し
た
も
の
と
な
っ
た
と
同
時

に
、
全
国
の
青
年
部
員
同
士
の
結
束
力
を

改
め
て
認
識
す
る
機
会
と
な
り
ま
し
た
。

フ
ィ
ナ
ー
レ
で
は
、
47
都
道
府
県
そ
れ
ぞ

れ
の
県
青
連
旗
が
掲
げ
ら
れ
、
一
体
感
に

包
ま
れ
た
大
会
と
な
り
ま
し
た
。

か 

け 

は 

し

～
人
と
人 

商
売
と
商
売 

次
世
代
へ
の
架
け
橋
へ
～

青
年
部
県
外
研
修 

第
19
回
商
工
会
青
年
部
全
国
大
会（
沖
縄
大
会
）

女
性
部
県
外
研
修

車
い
す
寄
贈

➎

商工連だより



 

 
   

 
 

 

　　　　

支えとなる

“信用保証”を

http://www.oita-cgc.or.jp/

「確かな公的保証人」

中小企業の皆さまを
全力で支援します！

つながる心　広がる未来

これからも地域とともに

『悩まず どんとこい労働相談』
大分県労働委員会では、解雇、賃金未払い、労働条件など

の労使間トラブルについて、電話、来所での相談を無料でお
受けします。秘密は厳守されます。お気軽にご相談ください。

【労働委員会は、労使紛争を解決するための
専門的な行政機関です。】

１　期間
平成30年２月１日（木）～２月７日（水）

２　受付時間
平　日 ９時～20時（来所の受付は18時30分まで）
土・日 ９時～17時（来所の受付は16時まで）
※土・日曜日の来所の場合の出入り口は県庁舎本館裏玄関

３　相談の方法
（１） 電話相談 097-536-3650（相談専用ダイヤル）
　　 　　　　 097-506-5251
　　 　　　　 097-506-5241

（２） 来所相談 大分県労働委員会事務局
　　 　　　　 （大分県庁舎本館７階）

なお、この期間以外でも、平日（９時～17時）であれば、
随時労働相談を受け付けています。

課 題 別 講 習 会
ＩＯＴを活用した小規模事業者の経営 
１　講　師
　　近畿大学理工学部情報学科
　　　　教授　井　口　信　和　氏
２　講演内容

⑴　ＩＯＴの意義
⑵　国内におけるＩＯＴ活用事例と
　　今後の展開
⑶　小規模事業者にＩＯＴ導入時の
　　ポイント等
⑷　ＩＯＴ導入にかかる費用を抑える方法

３　日時・場所
　　　日時　平成30年２月１日（木）13時30分～15時30分
　　　場所　レンブラントホテル大分　３階　瀬戸の間
　　　　　　（大分市田室町９番20号）
４　受講料　無料

◆◆◆　申　込　先　◆◆◆

最寄りの商工会または大分県商工会連合会まで
TEL097-534-9507

井口信和氏

お知らせ

➏



第
１
８
７
回

一
級
合
格
お
め
で
と
う

11
月
19
日
（
日
）、
全
国
一
斉
に
行
わ

れ
た
検
定
の
結
果
を
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

今
回
は
83
人
が
受
験
し
、48
人
が
合
格
。

そ
の
中
で
満
点
合
格
者
８
人
、
１
級
合
格

者
は
３
人
で
し
た
。
難
関
で
あ
る
１
級
合

格
者
の
市
町
村
名
、
氏
名
等
を
写
真
と
共

に
紹
介
し
ま
す
。

1級合格おめでとう

国東市
安岐中央小学校４年生

藤原　彩花さん

豊後大野市
三重第一小学校６年生

飯塚　七色さん

豊後大野市
三重第一小学校６年生

西村　凜香さん

 

 

 

 

お知らせ

➐



１
月
号
V
o
l.2
9
4

㈱梶原畜産
所在地：中津市山国町守実3336番地61
電　話：0979-62-3738
ＦＡＸ：0979-62-3738
E-mail：Kajiwara-51@nk.oct-net.jp
フェイスブック：「吾一の黒豚」で検索してください

源
流
の
地
・
山
国
の
豊
か
な
自
然
が
育
む

　
　
　
　

「 

吾 

一 

の 

黒 

豚 

」

　

中
津
市
と
日
田
市
の
境
に
あ
る
大
石
峠
。
そ
の
さ
ら
に
上
、
標
高
５
０
０
ｍ
の
地

に
当
社
の
農
場
は
あ
り
ま
す
。
お
い
し
い
空
気
と
豊
富
な
水
源
の
も
と
で
、
吾
一
の

黒
豚
は
ス
ト
レ
ス
な
く
育
て
て
い
ま
す
。

　

創
業
以
来
、
当
社
は
地
元
の
農
協
と
取
引
を
行
っ
て
き
ま
し
た
が
、
手
間
暇
か
け

て
育
て
た
高
品
質
な
黒
豚
を
、
も
っ
と
多
く
の
方
に
知
っ
て
も
ら
い
た
い
と
い
う
想

い
か
ら
、
平
成
27
年
10
月
に
山
国
町
に
直
販
店
舗
を
オ
ー
プ
ン
し
ま
し
た
。
現
在
は

毎
月
第
1
・
第
3
日
曜
日
に
直
売
会
を
開
催
し
、
精
肉
の
他
、
餃
子
や
メ
ン
チ
カ
ツ

等
の
加
工
品
も
販
売
し
て
い
ま
す
。

　

「
吾
一
の
黒
豚
」
は
、
精
肉
と
し
て
は
美
味
芳
醇
な
味
を
持
つ
品
種
と
し
て
高
く

評
価
さ
れ
て
い
る
バ
ー
ク
シ
ャ
ー
種
を
使
用
し
、飼
育
方
法
も
工
夫
を
し
て
い
ま
す
。

飼
料
に
は
乳
酸
菌
を
加
え
て
お
り
、
胃
腸
内
で
悪
臭
の
元
と
な
る
ア
ン
モ
ニ
ア
や
塩

類
を
吸
収
し
、
腐
敗
菌
を
減
少
さ
せ
て
い
る
た
め
、
肉
は
臭
み
が
ほ
と
ん
ど
あ
り
ま

せ
ん
。
ま
た
、
飼
育
環
境
へ
の
配
慮
も
欠
か
し
ま
せ
ん
。
豚
は
非
常
に
繊
細
な
生
き

物
で
、
窮
屈
な
場
所
で
の
飼
育
や
、
気
温
の
変
化
が
あ
る
と
ス
ト
レ
ス
を
感
じ
、
こ

れ
が
肉
質
の
低
下
に
繋
が
り
ま
す
。
そ
こ
で
、
1
匹
あ
た
り
の
豚
舎
ス
ペ
ー
ス
を
大

き
く
し
、
さ
ら
に
日
田
市
や
地
元
製
材
所
の
国
産
木
材
お
が
く
ず
を
敷
き
つ
め
る
事

で
、
ス
ト
レ
ス
を
た
め
な
い
よ
う
に
し
て
い
ま
す
。

　

こ
の
よ
う
に
し
て
育
て
た
黒
豚
の
肉
質
は
繊
維
が
細
か
い
た
め
柔
ら
か
く
、
脂
身

が
甘
い
の
が
特
徴
で
す
。
こ
の
品
質
を
評
価
さ
れ
、
中
津
市
内
の
飲
食
店
、
別
府
市

の
イ
タ
リ
ア
ン
レ
ス
ト
ラ
ン
や
福
岡
県
の
高
級
料
理
店
で
使
用
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

加
工
品
は
「
黒
豚
餃
子
」、「
黒
豚
メ
ン
チ
カ
ツ
」、「
黒
豚
角
煮
」、「
黒
豚
ハ
ン
バ
ー

グ
」
と
い
っ
た
す
ぐ
に
食
べ
ら
れ
る
惣
菜
品
の
他
、
炊
き
上
が
っ
た
ご
飯
に
混
ぜ
込

ん
で
食
べ
る「
混
ぜ
込
み
ご
飯
の
素
」や
、別
府
市
の
イ
タ
リ
ア
ン
シ
ェ
フ
監
修
の「
黒

豚
カ
レ
ー
」
な
ど
様
々
で
す
。
最
近
で
は
ギ
フ
ト
と
し
て
の
需
要
も
多
く
な
っ
た
た

め
、
お
歳
暮
・
お
中
元
用
に
、「
焼
肉
セ
ッ
ト
」、「
し
ゃ
ぶ
し
ゃ
ぶ
セ
ッ
ト
」
の
取

り
扱
い
も
開
始
し
ま
し
た
。

　

安
心
・
安
全
・
高
品
質
な
「
吾
一
の
黒
豚
」、
皆
さ
ん
も
是
非
ご
賞
味
下
さ
い
。

平
成
三
十
年
一
月
一
日 

発
行
／
発
行
所　

大
分
県
商
工
会
連
合
会　

大
分
市
金
池
町
三
丁
目
一
―
六
四
☎
〇
九
七
（
五
三
四
）
九
五
〇
七

▲梶原吾一社長（右）と妻の美由紀さん（左）


